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章

は
じ
め
に

様
々
な
日
記
一
覧
表
の
劈
頭
を
飾
る
の
は
『
伊
吉
連
博
徳
書
』
で
あ
り
、
こ

れ
が
現
存
最
古
の
「
日
記
」
と
さ
れ
る
。『
博
徳
書
』
は
『
日
本
書
紀
』
に
引

載
さ
れ
て
お
り
、
斉
明
五
年
（
六
五
九
）
七
月
戊
寅
条
分
註
所
引
に
よ
る
と
、

博
徳
は
斉
明
五
年
の
遣
唐
使
の
一
員
と
し
て
入
唐
し
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
同
条
に
は
二
隻
の
遣
唐
使
船
の
編
成
、
難
波
三
津
出
発
以
降
の
渡
海
の

様
子
と
入
唐
後
の
唐
で
の
諸
行
事
が
日
次
記
風
に
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
最

古
の
「
日
記
」
と
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

今
回
の
遣
唐
使
は
翌
年
の
唐
・
新
羅
に
よ
る
百
済
討
滅
の
機
密
が
漏
洩
す
る

の
を
防
止
す
る
た
め
、
唐
に
抑
留
さ
れ
辛
苦
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
斉
明
六
年

七
月
乙
卯
条
所
引
に
は
百
済
王
ら
の
洛
陽
へ
の
連
行
の
様
子
、
同
七
年
五
月
丁

巳
条
所
引
で
は
帰
路
の
旅
程
と
耽
羅
王
子
の
随
伴
事
情
な
ど
が
記
さ
れ
て
お

り
、
既
に
百
済
復
興
運
動
支
援
を
決
定
し
、
百
済
救
援
の
派
兵
指
揮
の
た
め
に

筑
紫
の
朝
倉
橘
広
庭
宮
の
遷
居
し
て
い
た
斉
明
大
王
に
帰
朝
報
告
す
る
と
こ
ろ

で
記
述
は
終
わ
る
。

本
書
は
七
世
紀
後
半
の
東
ア
ジ
ア
の
動
乱
の
一
端
を
具
体
的
に
伝
え
る
史
料

と
し
て
重
要
で
あ
り）

1
（

、『
日
本
書
紀
』
の
叙
述
を
補
足
す
る
も
の
と
し
て
引
用

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
博
徳
は
天
智
三
年
（
六
六
四
）、
同
六
年
に
旧
百

済
領
に
駐
留
す
る
唐
の
鎮
将
か
ら
の
使
者
に
応
対
し
、
送
使
と
し
て
渡
海
す
る

（『
善
隣
国
宝
記
』
天
智
三
年
条
所
引
「
海
外
国
記
」、『
日
本
書
紀
』
天
智
六
年
十
一

月
己
巳
条
）、
持
統
九
年
（
六
九
五
）
遣
新
羅
使
に
起
用
さ
れ
る
（
持
統
九
年
七

月
辛
未
条
）
な
ど
、
遣
外
使
節
や
外
交
の
実
務
に
活
躍
し
て
お
り
、
ま
た
大
宝

律
令
撰
定
に
も
参
画
し
（『
続
日
本
紀
』
文
武
四
年
六
月
甲
午
条
な
ど
）、
律
令
国

家
の
確
立
に
尽
力
し
て
い
る
。

但
し
、
本
書
は
単
な
る
斉
明
五
年
遣
唐
使
の
記
録
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。『
日
本
書
紀
』
に
は
「
伊
吉
博
徳
言
」
と
い
う
形
で
、
白
雉
五
年
遣
唐
使

一
行
の
そ
の
後
の
足
跡
を
伝
え
る
記
述
が
存
し
（
白
雉
五
年
二
月
条
）、
そ
こ
に
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は
乙
丑
年
＝
天
智
四
年
の
定
恵
（
中
臣
鎌
足
の
子
）、
庚
寅
年
＝
持
統
四
年
（
六

九
〇
）
の
智
宗
の
帰
国
な
ど
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
博
徳
は
天
武
十

二
年
（
六
八
三
）
ま
で
は
伊
岐
史
姓
で
あ
り
（
天
武
十
二
年
十
月
己
未
条
で
連
賜

姓
）、『
伊
吉
連
博
徳
書
』
と
い
う
名
称
は
後
代
の
も
の
で
あ
る
。『
博
徳
書
』

と
「
博
徳
言
」
が
一
連
の
内
容
の
も
の
か
ど
う
か
は
措
く
と
し
て
も
、
上
述
の

斉
明
五
年
遣
唐
使
の
記
述
に
は
博
徳
の
功
績
を
強
調
す
る
と
こ
ろ
が
看
取
さ
れ

（
唐
で
の
使
人
に
対
す
る
冤
罪
を
救
う
と
か
、
使
人
が
寵
命
を
蒙
ら
な
か
っ
た
こ
と
に

対
す
る
不
満
と
讒
者
へ
の
天
譴
を
述
べ
る
な
ど
）、
遣
唐
使
の
正
式
な
報
告
書
で

は
な
く
、
別
の
目
的
で
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
く
る
。

博
徳
は
朱
鳥
元
年
（
六
八
六
）
天
武
天
皇
死
後
に
起
き
た
大
津
皇
子
謀
反
事

件
で
処
罰
さ
れ
て
お
り
（
持
統
即
位
前
紀
十
月
己
巳
条
）、
そ
の
後
復
権
し
て
外

交
や
律
令
編
纂
な
ど
国
家
の
要
務
に
起
用
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

『
博
徳
書
』
は
持
統
四
年
頃
に
官
界
復
帰
す
る
際
に
、
自
己
の
国
家
に
対
す
る

貢
献
の
足
跡
を
ま
と
め
て
提
出
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
故
に
上
記
の
よ

う
な
特
徴
が
窺
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
斉
明
五
年
遣
唐
使
に
関
し
て
は
、『
難

波
吉
士
男
人
書
』
も
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
短
文
の
引
用
で
あ
り
、
様
々
な
局

面
で
外
交
に
従
事
し
、
よ
り
整
備
さ
れ
た
『
博
徳
書
』
の
方
が
当
該
期
の
外
交

の
あ
り
方
を
知
る
材
料
と
し
て
重
視
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
持
統
五
年
に
は
十

八
氏
に
「
其
祖
等
墓
記
」
を
提
出
さ
せ
る
な
ど
（
持
統
五
年
八
月
辛
亥
条
）、
時

あ
た
か
も
『
日
本
書
紀
』
に
結
実
す
る
編
纂
事
業
が
進
む
時
期
で
あ
り
、
博
徳

も
ま
た
自
己
の
功
績
を
顕
彰
す
る
機
会
と
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か）

2
（

。

以
上
を
要
す
る
に
、『
伊
吉
連
博
徳
書
』
は
純
粋
な
意
味
で
の
日
記
と
は
言

え
な
い
が
、
遣
唐
使
の
記
録
が
日
次
記
風
に
記
し
て
あ
る
の
は
、
そ
う
し
た
手

控
え
の
資
料
が
存
し
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
そ
れ
は
近
年
出
土
点
数
が
増
加
す

る
七
世
紀
の
木
簡
の
あ
り
方
を
参
考
に
す
る
と
、
木
簡
に
記
さ
れ
て
い
た
も
の

か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
う
し
た
遣
外
使
節
の
業
務
が
記
録
さ
れ

て
い
た
可
能
性
は
、
国
政
運
営
や
官
司
の
日
常
業
務
の
実
際
を
検
討
す
る
上
で

興
味
深
い
。
日
記
一
覧
の
中
に
も
い
く
つ
か
の
渡
航
体
験
に
関
わ
る
日
記
の
存

在
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
国
内
の
事
柄
を
記
し
た
通
常
の
古
記
録
ほ
ど
に
は
そ

の
日
記
と
し
て
の
特
色
が
探
究
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ

で
、
以
下
、「
日
記
の
総
合
的
研
究
」
の
一
隅
と
し
て
、
遣
外
使
節
、
九
世
紀

の
入
唐
求
法
僧
や
十
世
紀
以
降
の
巡
礼
僧
の
日
記
に
つ
い
て
知
見
を
整
理
す
る

こ
と
に
し
た
い
。

一　

遣
唐
使
の
「
日
記
」

『
伊
吉
連
博
徳
書
』
や
『
難
波
吉
士
男
人
書
』
を
参
照
す
る
と
、
少
な
く
と

も
遣
唐
使
に
は
関
係
の
日
記
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ）

3
（

、
こ
れ
は
国
家
事
業

と
し
て
の
遣
外
使
節
、
遣
新
羅
使
や
遣
渤
海
使
な
ど
に
も
該
当
す
る
。
こ
こ
に

業
務
記
録
と
し
て
の
日
記
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
糸
口
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

遣
唐
使
の
「
日
記
」
と
し
て
は
、
村
上
天
皇
の
皇
子
具
平
親
王
の
『
弘
決
外
典

鈔
』（
正
暦
二
年
（
九
九
一
）
成
立
）
巻
一
に
「
天
平
勝
宝
二
年
遣
唐
記
」
の
存

在
が
知
ら
れ
、
こ
れ
は
勝
宝
二
年
（
七
五
〇
）
任
命
で
、
実
際
に
は
勝
宝
四
年

に
渡
海
し
た
勝
宝
度
の
遣
唐
使
（
鑑
真
一
行
を
随
伴
し
て
帰
朝
し
た
も
の
と
し
て

名
高
い
）
が
呈
し
た
正
式
の
入
唐
記
録
で
あ
ろ
う）

4
（

。
但
し
、
そ
の
内
容
は
、「
按
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天
平
勝
宝
二
年
遣
唐
記
、
天
宝
十
二
年
癸
巳
、
当　
二

本
朝
天
平
勝
宝
五
年　
一

」
と

あ
る
の
が
判
明
す
る
だ
け
で
、
全
体
像
は
わ
か
ら
な
い
。

【
史
料
１
】『
続
日
本
紀
』
宝
亀
九
年
十
月
乙
未
条

遣
唐
使
第
三
舶
到　
二

泊
肥
前
国
松
浦
郡
橘
浦　
一

。
判
官
勅
旨
大
丞
正
六
位
上
兼
下

総
権
介
小
野
朝
臣
滋
野
上
奏
言
、
臣
滋
野
等
、
去
宝
亀
八
年
六
月
廿
四
日
、

候
レ

風
入　
レ

海
。
七
月
三
日
、
与　
二

第
一
船　
一

同
到　
二

揚
州
海
陵
県　
一

。
八
月
廿
九

日
、
到　
二

揚
州
大
都
督
府　
一

、
即
依　
二

式
例　
一

安
置
供
給
。
得　
二

観
察
使
兼
長
史
陳

少
遊
処
分　
一

、
属　
二

禄
山
乱　
一

、
常
館
彫
弊
、
入
京
使
人
、
仰
限　
二

六
十
人　
一

。

以
二

十
月
十
五
日　
一

、
臣
等
八
十
五
人
発　
レ

州
入　
レ

京
、
行　
二

百
余
里　
一

、
忽
拠　
二

中

書
門
下
牒　
一

、
　
二

節
人
数　
一

、
限
以　
二

廿
人　
一

。
臣
等
請
、
更
加　
二

廿
三
人　
一

。
持

節
副
使
小
野
朝
臣
石
根
、
副
使
大
神
朝
臣
末
足
、
准
判
官
羽
栗
臣
翼
、
録
事
上

毛
野
公
大
川
、
韓
国
連
源
等

三
人
、
正
月
十
三
日
到　
二

長
安
城　
一

。
即
於　
二

外

宅　
一

安
置
供
給
。
特
有　
二

監
使　
一

、
勾　
二

当
使
院　
一

、
頻
有　
二

優
厚　
一

、
中
使
不　
レ

絶
。

十
五
日
、
於　
二

宣
政
殿　
一

礼
見
。
天
子
不　
レ

御
。
是
日
、
進　
二

国
信
及
別
貢
等

物
一

、
天
子
非
分
喜
観
、
班　
二

示
群
臣　
一

。
三
月
廿
二
日
、
於　
二

延
英
殿　
一

対
見
。

所　
レ

請
並
允
。
即
於　
二

内
裏　
一

設　
レ

宴
、
官
賞
有　
レ

差
。
四
月
十
九
日
、
監
使
揚
光

耀
宣　
二

口　

勅　
一

云
、
今
遣　
二

中
使
趙
宝
英
等　
一

、
将　
二

答
信
物　
一

、
往　
二

日
本
国　
一

。

其
駕
船
者
仰　
二

揚
州　
一

造
。
卿
等
知　
レ

之
。
廿
四
日
、
事
畢
拝
辞
。
奏
云
、
本
国

行
路
遙
遠
、
風
漂
无　
レ

准
。
今
中
使
云　
レ

往
、
冒　
二

渉
波
濤　
一

、
万
一
顚
躓
、
恐
乖　
二

王
命　
一

。
勅
答
、
朕
有　
二

少
許
答
信
物　
一

、
今
差　
二

宝
英
等　
一

押
送
、
道
義
所　
レ

在
、

不　
二

以
為
一レ

労
。
即
賜　
ニ

銀

酒　
一

、
以
惜
別
也
。
六
月
廿
四
日
、
到　
二

揚
州　
一

。

中
使
同
欲　
二

進
発　
一

、
船
難　
二

卒
成　
一

。
所
由
奏
聞
、
便
寄　
二

乗
臣
等
船　
一

発
遣
。
其

第
一
・
第
二
船
、
並
在　
二

揚
子
塘
頭　
一

。
第
四
船
在　
二

楚
州
塩
城
県　
一

。
九
月
九

日
、
臣
船
得　
二

正
風　
一

、
発　
レ

船
入　
レ

海
、
行
已
三
日
、
忽
遭　
二

逆
風　
一

、
船
着　
二

沙

上　
一

、
損
壊
処
多
、
竭　
レ

力
修
造
。
今
月
十
六
日
、
船
僅
得　
レ

浮
、
便
即
入　
レ

海
。

廿
三
日
、
到　
二

肥
前
国
松
浦
郡
橘
浦　
一

。
但
今
唐
客
隨　
レ

臣
入
朝
、
迎
接
祗
供
、

令　
レ

同　
二

蕃
例　
一

。
臣
具
牒　
二

大
宰
府　
一

、
仰
令　
二

准
擬　
一

。
其
唐
消
息
、
今
天
子
広

平
王
、
名
迪
、
年
五
十
三
。
皇
太
子
雍
王
、
名

。
年
号
大
暦
十
三
年
、
当　
二

宝
亀
九
年　
一

。

【
史
料
２
】『
続
日
本
紀
』
宝
亀
九
年
十
一
月
乙
卯
条

第
二
船
到　
二

泊
薩
摩
国
出
水
郡　
一

。
又
第
一
船
海
中
々
断
、
舳
艫
各
分
。
主
神
津

守
宿
禰
国
麻
呂
并
唐
判
官
等
五
十
六
人
、
乗　
二

其
艫　
一

而
着　
二

甑
島
郡　
一

。
判
官
大

伴
宿
禰
継
人
并
前
入
唐
大
使
藤
原
朝
臣
清
河
之
女
喜
娘
等

一
人
、
乗　
二

其
舳　
一

而
着　
二

肥
後
国
天
草
郡　
一

。
継
人
等
上
奏
言
、
継
人
等
去
年
六
月
廿
四
日
、
四
船

同
入　
レ

海
、
七
月
三
日
着　
二

泊
揚
州
海
陵
県　
一

。
八
月
廿
九
日
、
到　
二

揚
州
大
都
督

府　
一

。
即
節
度
使
陳
少
遊
且
奏
且
放
、
六
十
五
人
入
京
。
十
月
十
六
日
、
発
赴　
二

上
都　
一

。
至　
二

高
武
県　
一

、
有　
二

中
書
門
下
勅
牒　
一

、
為　
三

路
次
乏　
二

車
馬　
一

、
減　
二

却

人
数　
一

、
定　
二

廿
人　
一

。
正
月
十
三
日
、
到　
二

長
安　
一

。
即
遣　
二

内
使
趙
宝
英　
一

、
将

　
レ

馬
迎
接
、
安　
二

置
外
宅　
一

。
三
月
廿
四
日
、
乃
対　
二

龍
顔　
一

、
奏　
レ

事
。
四
月
廿

二
日
、
辞
見
、
首
路
。
勅
令　
二

内
使
楊
光
耀
監
送　
一

、
至　
二

揚
州　
一

発
遣
。
便
領　
二

留
学
生　
一

、
起　
レ

京
。
又
差　
二

内
使
掖
庭
令
趙
宝
英
・
判
官
四
人　
一

、
齎　
二

国
土
宝

貨　
一

、
隨　
レ

使
来
朝
、
以
結　
二

隣
好　
一

。
六
月
廿
五
日
、
到　
二

惟
楊　
一

。
九
月

三
日
、
発　
レ

自　
二

揚
子
江
口　
一

、
至　
二

蘇
州
常
耽
県　
一

、
候　
レ

風
。
其
第
三
船
在　
二

海

陵
県　
一

、
第
四
船
在　
二

楚
州
塩
城
県　
一

、
並
未　
レ

知　
二

発
日　
一

。
十
一
月
五
日
、
得　
二
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信
風　
一

、
第
一
・
第
二
船
同
発
入　
レ

海
。
比　
レ

及　
二

海
中　
一

、
八
日
初
更
、
風
急
波
高
、

打　
二

破
左
右
棚
根　
一

、
潮
水
満　
レ

船
、
蓋
板
挙
流
、
人
物
隨
漂
、
無　
レ

遺　
二

夕
撮
米

水　
一

。
副
使
小
野
朝
臣
石
根
等
卅
八
人
・
唐
使
趙
宝
英
等
廿
五
人
、
同
時
没
入
、

不　
レ

得　
二

相
救　
一

。
但
臣
一
人
潜
行
着　
二

舳
檻
角　
一

、
顧　
二

眄
前
後　
一

、
生
理
絶　
レ

路
。

十
一
日
五
更
、
帆
檣
倒　
二

於
船
底　
一

、
断
為　
二

両
段　
一

、
舳
艫
各
去
未　
レ

知　
二

所　一レ
到
。

余
人
累　
二

居
方
丈
之
舳　
一

、
挙　
レ

軸
欲　
レ

没
、
載　
レ

纜
枕　
レ

、
得　
二

少
浮
上　
一

、

脱
二

却
衣
裳　
一

、
裸
身
懸
坐
。
米
水
不　
レ

入　
レ

口
、
已
経　
二

六
日　
一

、
以　
二

十
三
日
亥

時　
一

漂　
二

着
肥
後
国
天
草
郡
西
仲
嶋　
一

。
臣
之
再
生
、
叡
造
所　
レ

救
、
不　
レ

任　
二

歓
幸

之
至　
一

。
謹
奉
表
以
聞
。

【
史
料
３
】『
日
本
後
紀
』
延
暦
二
十
四
年
六
月
乙
巳
条

遣
唐
使
第
一
船
到　
二

泊
対
馬
島
下
県
郡　
一

。
大
使
従
四
位
上
藤
原
朝
臣
葛
野
麻
呂

上
奏
言
、
臣
葛
野
麻
呂
等
、
去
年
七
月
六
日
、
発　
レ

従　
二

肥
前
国
松
浦
郡
田

浦
一

、
四
船
入　
レ

海
。
七
日
戌
刻
、
第
三
・
四
両
船
、
火
信
不　
レ

応
。
出　
二

入
死
生

之
間　
一

、
掣　
二

曳
波
濤
之
上　
一

、
都
卅
四
箇
日
、
八
月
十
日
、
到　
二

福
州
長
渓
県
赤

岸
鎮
已
南
海
口　
一

。
鎮
将
杜
寧
・
県
令
胡
延
沂
等
相
迎
、
語
云
、
当
州
刺
使
柳
冕
、

縁　
レ

病
去　
レ

任
、
新
除
刺
史
未　
レ

来
、
国
家
大
平
者
。
其
向　
レ

州
之
路
、
山
谷
峻
隘
、

担
行
不　
レ

穏
、
因
廻　
レ

船
向　
レ

州
。
十
月
三
日
、
到　
レ

州
。
新
除
観
察
使
兼
刺
史
閻

済
美
処
分
、
且
奏
、
且
放　
二

廿
三
人　
一

入　
レ

京
。
十
一
月
三
日
、
臣
等
発
赴　
二

上

都
一

。
此
州
去　
レ

京
七
千
五
百
廿
里
、
星
発
星
宿
、
晨
昏
兼
行
。
十
二
月
廿
一
日
、

到　
二

上
都
長
楽
駅　
一

。
廿
三
日
、
内
使
趙
忠
、
将　
二

飛
龍
家
細
馬
廿
三
匹　
一

迎
来
、

兼
持　
二

酒
脯　
一

宣
慰
、
駕
即
入　
二

京
城　
一

、
於　
二

外
宅　
一

安
置
供
給
。
特
有　
二

監
使
高

品
劉
昴　
一

、
勾　
二

当
使
院　
一

。
第
二
船
判
官
菅
原
朝
臣
清
公
等
廿
七
人
、
去
九
月

一
日
、
従　
二

明
州　
一

入　
レ

京
、
十
一
月
十
五
日
到　
二

長
安
城　
一

、
於　
二

同
宅　
一

相
待
。

廿
四
日
、
国
信
・
別
貢
等
物
、
附　
二

監
使
劉
昴　
一

、
進　
二

於
天
子　
一

。
劉
昴
帰
来
、

宣
勅
云
、
卿
等
遠
慕
朝
貢
、
所　
レ

奉
進
物
、
極
是
精
好
。
朕
特
嘉
歓
。
時
寒
、

卿
等
好
在
。
廿
五
日
、
於　
二

宣
化
殿　
一

礼
見
。
天
子
不　
レ

御
。
同
日
、
於　
二

麒
徳

殿
一

対
見
。
所　
レ

請
並
允
。
即
於　
二

内
裏　
一

設　
レ

宴
、
官
賞
有　
レ

差
。
別
有　
二

中
使　
一

、

於　
二

使
院　
一

設　
レ

宴
、
酣
飲
終
日
。
中
使
不　
レ

絶
、
頻
有　
二

優
厚　
一

。
廿
一
年
正
月
元

日
、
於　
二

含
元
殿　
一

朝
賀
。
二
日
、
天
子
不
予
。
廿
三
日
、
天
子
雍
王

崩
、
春

秋
六
十
四
。
廿
八
日
、
臣
等
於　
二

承
天
門　
一

立　
レ

仗
、
始
着　
二

素
衣
冠　
一

。
是
日
、

太
子
即　
二

皇
帝
位　
一

、
諒
闇
之
中
、
不　
レ

堪　
二

万
機　
一

、
皇
太
后
王
氏
、
臨
朝
称
制
。

臣
等
三
日
之
内
、
於　
二

使
院　
一

朝
夕
挙
哀
。
其
諸
蕃
三
日
、
自
余
廿
七
日
而
後

就
レ

吉
。
二
月
十
日
、
監
使
高
品
宋
惟
澄
領　
二

答
信
物　
一

来
、
兼
賜　
二

使
人
告

身
一

、
宣
勅
云
、
卿
等
銜　
二

本
国
王
命　
一

、
遠
来
朝
貢
、
遭　
二

国
家
喪
事　
一

、
須　
二

緩
々

将
息
帰
郷　
一

。
縁　
三

卿
等
頻
奏　
二

早
帰　
一

。
因　
レ

茲
賜　
二

纏
頭
物　
一

、
兼
設　
レ

宴
。
宜　
レ

知　
レ

之
。
却　
二

廻
本
郷　
一

、
伝　
二

此
国
喪　
一

。
擬　
レ

欲　
二

相
見　
一

、
縁　
二

此
重
喪　
一

、
不

　
レ

得　
レ

宜
之
。
好
去
好
去
者
。
事
畢
首
途
。
勅
、
令　
下 　
二

内
使
王
国
文　
一

監
送
、於　
二

明
州　
一

発
遣　
上

。
三
月
廿
九
日
、
到　
二

越
州
永
寧
駅　
一

。
越
州
即
観
察
府
也
。
監
使

王
国
文
、
於　
二

駅
館　
一

喚　
二

臣
等　
一

、
附　
二

勅
書
函　
一

、
便
還　
二

上
都　
一

。
越
州
更
差

　
レ

使
監
送
、
至　
二

管
内
明
州　
一

発
遣
。
四
月
一
日
、
先　
レ

是
去
年
十
一
月
、
為　
レ

廻　
二

船
明
州　
一

、
留　
二

録
事
山
田
大
庭
等　
一

、
従　
二

去
二
月
五
日　
一

発　
二

福
州　
一

、
海
行
五

十
六
日
、
此
日
到
来
。
三
日
、
到　
二

明
州
郭
下　
一

、
於　
二

寺
裏　
一

安
置
。
五
月
十
八

日
、
於　
二

州
下

県　
一

、
両
船
解
纜
。
六
月
五
日
、
臣
船
到　
二

対
馬
島
下
県
郡
阿

礼
村　
一

。
其
唐
消
息
、
今
天
子
、
諱
誦
、
大
行
皇
帝
之
男
只
一
人
而
已
。
春
秋
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五
、
有　
二

余
男
女　
一

。
皇
太
子
広
陵
王
純
、
年
廿
八
。
皇
太
后
王
氏
、
今
上

之
母
、
大
行
皇
帝
之
后
也
。
年
号
貞
元
廿
一
年
、
当　
二

延
暦
廿
四
年　
一

。
淄
青
道

節
度
使
青
州
刺
史
李
師
古
〈
正
己
孫
、
納
之
男
〉、
養　
二

兵
馬
五
十
万　
一

。
朝
庭

以　
二

国
喪　
一

告　
二

于
諸
道
節
度
使　
一

、
入　
二

青
州
界　
一

、
師
古
拒
而
不　
レ

入
。
□
兵
十

万
以　
レ

弔　
二

国
喪　
一

為　
レ

名
、
自
襲　
二

鄭
州　
一

。
諸
州
勠　
レ

力
、
逆
戦
相
殺
。
即
為

　
レ

宣
二

慰
師
古　
一

、
差　
二

中
使
高
品
臣
希
倩　
一

発
遣
。
又
蔡
州
節
度
使
呉
少
誠
、
多

養
二

甲
兵　
一

、
窃
挟　
二

窺
　
一

。
又
去
貞
元
十
九
年
、
遣　
二

龍
武
将
軍
薛
審　
一

、
和　
二

親
吐
蕃　
一

、
到
則
拘
□
、
不　
レ

得　
二

復
命　
一

。
審
欺　
レ

之
云
、
所　
二

以
来
和　
一

者
、
欲

　
レ

嫁　
二

公
主　
一

也
。
吐
蕃
即
令　
二

審
帰
娶　
一

、
天
子
瞋
之
曰
、
嫁
娶
者
、
非　
二

朕
所　
一 

　
レ

知
、宜　
三

更
廻
、允　
二

前
旨　
一

。
若
事
不　
レ

遂
、不　
レ

得　
二

入
来　
一

。審
還
到　
二

吐
蕃
界　
一

、

拒
而
不　
レ

入
、
在　
二

於
今
日　
一

、
猶
住　
二

両
界
頭　
一

。
去
年
十
二
月
、
吐
蕃
使
等
帰　
レ

国
、
尋　
二

彼
来
由　
一

、
在　
レ

娶　
二

公
主　
一

。
天
子
瞋
之
不　
レ

聴
。
故
不　
レ

会　
二

賀
正　
一

也
。

其
吐
蕃
在　
二

長
安
西
北　
一

、
数
興　
レ

兵
侵　
二

中
国　
一

。
今
長
安
城
、
去　
二

吐
蕃
界　
一

五

百
里
。
内
疑　
二

節
度　
一

、
外
嫌　
二

吐
蕃　
一

、
京
師
騒
動
、
無　
二

暫
休
息　
一

。

遣
唐
使
が
帰
朝
報
告
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
、
大
宝
度
の
粟
田
真
人
の
日
本

国
号
に
関
す
る
や
り
と
り（『
続
日
本
紀
』慶
雲
元
年（
七
〇
四
）七
月
甲
申
朔
条
）、

勝
宝
度
の
大
伴
古
麻
呂
の
唐
に
お
け
る
争
長
事
件
（
勝
宝
六
年
（
七
五
四
）
正

月
丙
寅
条
）
な
ど
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
但
し
、
こ
れ
ら
は
エ
ピ
ソ
ー
ド
的

事
項
で
あ
り
、
そ
の
基
盤
と
な
る
日
次
記
的
な
記
録
も
存
し
た
。
そ
れ
は
宝
亀

度
①
、
延
暦
度
の
関
係
史
料
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
宝
亀
度
①
は
帰
路
に
漂

蕩
が
あ
り
、
第
三
船
・
第
一
船
が
そ
れ
ぞ
れ
に
詳
細
な
報
告
を
残
し
て
い
る

（
宝
亀
九
年
（
七
七
八
）
十
月
乙
未
条
・
十
一
月
乙
卯
条
）。
八
世
紀
以
降
の
後
期

遣
唐
使
は
四
隻
で
あ
り
、
往
復
と
も
に
海
上
で
は
別
々
に
な
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
各
船
が
業
務
記
録
と
し
て
の
日
誌
を
作
成
し
て
い
た
ら
し
い
。
報
告
は
と

も
に
宝
亀
八
年
六
月
二
十
四
日
の
入
海
か
ら
始
ま
り
、
日
時
を
追
っ
て
唐
へ
の

到
着
、
唐
で
の
諸
行
事
、
帰
路
の
様
子
な
ど
が
記
さ
れ
、
帰
着
地
へ
の
帰
朝
ま

で
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
第
三
船
の
報
告
に
は
唐
の
国
情
・
年
号
な
ど
も
記
載

さ
れ
て
い
た
。

次
に
延
暦
度
に
関
し
て
は
、『
日
本
後
紀
』
の
散
佚
に
よ
り
渡
海
時
の
状
況

は
不
明
の
部
分
が
多
い
が
、
帰
朝
報
告
は
延
暦
二
十
四
年
（
八
〇
五
）
六
月
乙

巳
条
に
完
存
す
る
。
こ
れ
は
大
使
藤
原
葛
野
麻
呂
の
第
一
船
の
も
の
で
あ
る

が
、
延
暦
二
十
三
年
七
月
六
日
の
入
海
か
ら
始
ま
り
、
渡
海
時
の
様
子
、
八
月

十
日
福
州
到
着
以
降
、
日
付
を
追
っ
て
唐
で
の
諸
行
事
を
記
し
、
帰
路
の
行

程
、
帰
着
地
へ
の
帰
朝
ま
で
が
述
べ
ら
れ
、「
其
唐
消
息
」
と
し
て
唐
の
国
情

が
報
告
さ
れ
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
遣
唐
使
滞
在
中
に
徳
宗
（
在
位
七
七
九

〜
八
〇
五
年
）の
死
去
、
順
宗（
在
位
は
八
〇
五
年
正
月
〜
八
月
）の
即
位
が
あ
り
、

今
回
の
遣
唐
使
は
唐
皇
帝
の
家
族
関
係
、
節
度
使
の
動
向
や
吐
蕃
と
の
関
係
な

ど
動
揺
す
る
内
外
の
情
勢
を
詳
細
に
伝
え
て
お
り
、
中
に
は
中
国
側
の
史
書
に

見
え
な
い
貴
重
な
情
報
も
含
ま
れ
て
い
る）

5
（

。

遣
唐
使
の
官
員
構
成
を
見
る
と
（『
延
喜
式
』
巻
三
十
大
蔵
省
な
ど
）、
後
期
遣

唐
使
で
は
四
船
そ
れ
ぞ
れ
に
判
官
・
録
事
と
史
生
が
お
り
、
文
筆
を
担
当
す
る

史
生
を
中
心
に
記
録
作
成
が
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
延
暦
度
に
は
判

官
に
菅
原
清
公
（
道
真
の
祖
父
）、
録
事
に
上
毛
野
穎
人
・
朝
野
鹿
取
な
ど
文
人

と
し
て
著
名
な
人
物
が
参
加
し
て
お
り
、
各
回
の
遣
唐
使
に
も
入
唐
者
に
相
応
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し
い
教
養
を
有
す
る
人
々
が
登
用
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
こ
う
し
た
人
々
も
ま
た

記
録
作
成
に
関
与
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
遣
唐
使
に
関
連
す
る
諸

記
録
は
国
史
編
纂
の
材
料
と
な
り
、
遣
唐
使
の
動
向
を
様
々
に
知
る
こ
と
が
で

き
る
訳
で
あ
る
。

で
は
、
こ
う
し
た
記
録
が
遣
唐
使
の
「
日
記
」
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
遣
唐
使

の
「
日
記
」
と
し
て
唯
一
名
称
の
知
ら
れ
る
「
天
平
勝
宝
二
年
遣
唐
記
」
か
ら

見
て
、
遣
唐
使
は
使
節
任
命
時
か
ら
起
算
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

国
史
に
は
使
人
任
命
や
遣
唐
使
船
の
造
営
に
関
す
る
記
事
も
あ
り
、
こ
れ
ら
も

「
日
記
」
に
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
各
船
で
航
海
日
誌
的
な
記

録
を
作
成
し
て
い
た
と
す
る
と
、
そ
れ
ら
を
総
合
し
た
形
で
正
式
の
「
遣
唐

記
」
が
ま
と
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
延
暦
度
遣
唐
使
に
つ
い
て
は
、
空
海

の
『
性
霊
集
』
巻
五
に
自
身
の
用
務
を
め
ぐ
る
諸
文
書
と
と
も
に
、
使
人
一
行

の
た
め
に
起
草
し
た
文
書
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
遣
唐
使
を
め
ぐ
る
諸

文
書
は
ど
の
よ
う
に
把
握
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
中
右
記
』
永
長
元

年
（
一
〇
九
六
）
十
月
十
一
日
条
に
は
、「
上
卿
暫
乍　
二

本
座　
一

、
言
談
之
次
命
云
、

大
極
殿
者
是
大
唐
大
明
宮
含
元
殿
之
躰
也
。
遣
唐
使
常
副
〔
嗣
〕
申
也
。
一
事

不　
レ

違　
二

彼
宮　
一

。
是
依　
二

有　
レ

興
事　
一

所　
二

記
付　
一

也
」
と
あ
り
、
承
和
度
の
遣
唐
大

使
藤
原
常
嗣
の
見
聞
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
国
史
に
見
え
な
い
情
報

で
あ
り
、
こ
う
し
た
言
辞
は
ど
の
よ
う
に
し
て
伝
来
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

承
和
度
の
大
使
藤
原
常
嗣
は
延
暦
度
の
大
使
葛
野
麻
呂
の
子
で
、「
近
代
父

子
相
襲
、
預　
二

専
対
之
選　
一

、
唯
一
門
而
已
」（『
続
日
本
後
紀
』
承
和
七
年
四
月
戊

辰
条
薨
伝
）
と
評
さ
れ
、
代
々
遣
外
使
節
を
輩
出
す
る
小
野
氏
や
菅
原
氏
と
と

も
に
、「
遣
唐
使
の
家
」
と
で
も
称
す
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
家
系

に
は
何
ら
か
の
経
験
蓄
積
、
記
録
の
継
承
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
遣

唐
使
の
「
日
記
」
の
あ
り
方
と
も
ど
も
不
明
の
部
分
が
多
い
。
そ
こ
で
、
次
に

遣
唐
使
事
業
が
終
息
に
向
か
う
九
世
紀
中
葉
以
降
の
求
法
・
巡
礼
僧
の
日
記
の

中
に
遣
外
使
節
の
「
日
記
」
に
通
じ
る
要
素
を
探
り
、
合
せ
て
求
法
・
巡
礼
僧

の
日
記
の
特
色
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

二　

求
法
・
巡
礼
僧
の
日
記

事
実
上
最
後
の
遣
唐
使
に
な
っ
た
承
和
度
遣
唐
使
の
天
台
請
益
僧
円
仁
は
、

帰
国
す
る
遣
唐
使
一
行
を
離
れ
て
、
唐
に
滞
留
す
る
道
を
選
択
、
在
唐
新
羅
人

の
助
力
な
ど
に
よ
り
五
臺
山
や
長
安
で
の
求
法
を
続
け
た
。
そ
の
十
年
に
も
及

ぶ
在
唐
記
録
が
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
四
巻
で
あ
り
、
日
次
記
と
し
て
の
日

記
の
全
体
が
残
る
も
の
と
し
て
は
十
世
紀
以
降
の
公
家
の
日
記
よ
り
も
古
く
、

各
種
日
記
表
に
よ
っ
て
は
こ
れ
を
最
古
の
日
記
と
し
て
掲
げ
る
も
の
も
あ
る
。

『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
巻
一
は
承
和
五
年
（
八
三
八
）
六
月
十
三
日
の
乗

船
場
面
か
ら
始
ま
り
、
以
下
日
次
記
と
し
て
承
和
度
遣
唐
使
の
動
向
、
円
仁
の

求
法
の
様
子
が
克
明
に
記
さ
れ
て
い
る
。
巻
四
に
な
る
と
、
中
国
史
上
最
大
の

会
昌
の
廃
仏
と
そ
の
終
息
後
の
荒
廃
、
帰
国
手
段
を
模
索
す
る
中
、
さ
す
が
に

日
次
は
飛
び
飛
び
に
な
り
、
一
ヶ
月
以
上
も
記
述
が
空
く
こ
と
が
多
い
が
、
承

和
十
四
年
九
月
十
日
肥
前
国
松
浦
郡
鹿
島
に
帰
着
、
十
八
日
に
大
宰
府
鴻
臚
館

に
入
り
、
以
後
し
ば
ら
く
大
宰
府
に
滞
在
、
諸
神
を
巡
拝
し
、
神
前
読
経
を
行

う
中
、
十
二
月
十
四
日
に
比
叡
山
か
ら
迎
え
の
南
忠
が
到
来
す
る
と
こ
ろ
で
日
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記
は
終
わ
る
。

『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』は
遣
唐
使
の
具
体
像
を
教
え
て
く
れ
る
と
と
も
に
、

中
国
社
会
の
動
向
・
寺
院
の
あ
り
方
、
ま
た
会
昌
の
廃
仏
と
い
う
稀
有
な
体
験

も
記
さ
れ
て
お
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
ア
メ
リ
カ
の
駐
日
大
使
も
務
め
た

歴
史
学
者
Ｅ
・
Ｏ
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
氏
が
世
界
三
大
旅
行
記
と
称
揚
し
、
様
々

な
研
究
・
注
釈
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る）

6
（

。
こ
の
円
仁
の
帰
国
と
前
後
し
て
、
唐
商

人
の
来
航
が
始
ま
り
、
遣
唐
使
に
よ
ら
な
い
彼
我
往
来
の
道
が
開
か
れ
、
九
世

紀
で
は
恵
萼
・
恵
運
・
円
珍
や
真
如
（
高
丘
親
王
）
一
行
な
ど
の
入
唐
求
法
が

行
わ
れ
る）

7
（

。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
円
珍
は
延
暦
度
遣
唐
使
の
最
澄
が
将
来
し
た
天
台
宗
の
う

ち
、
密
教
的
側
面
を
研
鑽
す
る
遮
那
業
の
学
匠
で
、
天
台
密
教
、
台
密
の
確
立

の
た
め
に
渡
海
す
る
。
円
珍
の
入
唐
求
法
に
関
し
て
は
、『
行
歴
抄
』、『
唐
房

行
履
録
』、『
寺
門
伝
記
補
録
』、『
天
台
霞
標
』、『
天
台
宗
延
暦
寺
座
主
円
珍
伝
』

な
ど
史
料
豊
富
で
あ
る
が
、『
行
歴
抄
』
の
も
と
に
な
っ
た
『
入
唐
記
』（
在
唐

巡
礼
記
）
五
巻
は
失
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
復
原
が
試
み
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る）

8
（

。
そ
の
冒
頭
は
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
春
に
山
王
明
神
の
夢
告
に
よ
り
入

唐
求
法
を
勧
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
仁
寿
三
年
（
八
五
五
）
七
月
十

五
日
に
博
多
で
乗
船
、
入
唐
求
法
の
旅
が
進
行
し
、
天
安
二
年
（
八
五
八
）
六

月
十
九
日
肥
前
国
松
浦
郡
美
旻
楽
崎
に
帰
着
、
十
二
月
二
十
七
日
に
洛
北
の
出

雲
寺
に
到
着
し
、
翌
年
正
月
に
朝
廷
で
帰
朝
報
告
を
行
う
あ
た
り
で
求
法
の
旅

は
終
了
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

真
如
一
行
に
関
し
て
は
『
入
唐
五
家
伝
』
の
中
に
「
頭
陀
親
王
入
唐
略
記
」

が
あ
る
が）

9
（

、
こ
れ
は
日
次
記
と
し
て
の
日
記
と
い
う
よ
り
は
、
真
如
に
随
行
し

た
伊
勢
興
房
の
入
唐
報
告
書
と
い
う
色
彩
が
強
い
。「
頭
陀
親
王
入
唐
略
記
」

は
貞
観
三
年（
八
六
一
）三
月
入
唐
許
可
を
得
た
と
こ
ろ
か
ら
書
き
始
め
ら
れ
、

六
月
十
九
日
平
城
旧
京
の
池
辺
院
を
出
発
、
難
波
津
を
経
て
大
宰
府
に
到
着
、

翌
四
年
七
月
に
駕
船
、
渡
海
と
入
唐
求
法
の
様
子
が
記
さ
れ
て
お
り
、
天
竺
に

向
か
う
真
如
ら
と
別
れ
て
帰
国
す
る
伊
勢
興
房
が
同
七
年
六
月
値
嘉
島
に
帰
着

す
る
と
こ
ろ
で
終
わ
っ
て
い
る
。

そ
の
後
、
九
〇
七
年
に
は
唐
が
滅
亡
、
五
代
十
国
の
混
乱
を
経
て
、
九
六
〇

年
に
は
宋
（
北
宋
）
に
よ
る
中
国
統
一
が
遂
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の
間
も
唐
・
宋

商
人
の
来
航
は
続
き
、
五
代
の
う
ち
後
唐
（
九
二
三
〜
九
三
六
年
）
の
時
代
に

渡
海
し
た
興
福
寺
僧
寛
建
一
行
、
十
国
の
呉
越
と
通
交
し
た
日
延
、
そ
し
て
奝

然―

寂
照―

成
尋
の
入
宋
と
、
渡
海
僧
の
系
譜
は
維
持
さ
れ
た）
10
（

。

こ
れ
ら
は
九
世
紀
の
求
法
僧
と
は
異
な
り
、
天
台
山
・
五
臺
山
参
詣
な
ど
聖

地
巡
礼
を
主
目
的
と
し
て
お
り
、
巡
礼
僧
と
称
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
巡
礼
僧

の
渡
航
記
録
と
し
て
は
成
尋
の
『
参
天
台
五
臺
山
記
』
八
巻
が
残
っ
て
お
り
（
以

下
、『
参
記
』
と
略
称
）、
質
・
量
と
も
に
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
に
匹
敵
す

る
日
記
で
あ
る
。
入
宋
僧
の
中
で
は
奝
然
に
は
『
奝
然
日
記
』
四
巻
が
あ
っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
が
（『
参
記
』
巻
四
煕
寧
五
年
（
一
〇
七
二
）
十
月
十
四
日
条
）、

現
在
は
散
佚
し
、「
奝
然
法
橋
在
唐
記
」、「
奝
然
巡
礼
記
」、「
奝
然
在
唐
日
記
」、

「
奝
然
記
」
な
ど
の
名
称
で
諸
書
に
逸
文
が
残
る）
11
（

。
寂
照
は
宋
に
留
ま
り
帰
国

せ
ず
に
死
去
し
て
お
り
、
宋
側
に
「
寂
照
大
師
来
唐
日
記
」
な
る
も
の
が
あ
っ

た
こ
と
が
判
明
す
る
も
の
の
（『
参
記
』
巻
五
煕
寧
五
年
十
二
月
二
十
九
日
条
）、
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逸
文
す
ら
伝
来
し
て
お
ら
ず
、
詳
細
は
不
明
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い）
12
（

。

成
尋
の
『
参
記
』
に
関
し
て
は
後
述
す
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
呉
越
に
渡
航

し
た
日
延
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
日
延
の
渡
海
は
長
ら
く
不
詳
で
あ
っ

た
が
、
天
喜
初
年
頃
に
比
定
さ
れ
る
大
宰
府
政
所
牒
案
（
大
宰
府
神
社
文
書
、

『
平
安
遺
文
』
四
六
二
三
号
）
に
よ
っ
て
詳
細
が
判
明
し
た）
13
（

。
日
延
は
唐
末
・
五

代
十
国
の
争
乱
で
失
わ
れ
た
天
台
法
門
の
繕
写
・
度
送
を
求
め
る
中
国
・
天
台

山
の
要
請
に
応
じ
た
日
本
の
天
台
座
主
慈
念
の
指
示
と
新
修
暦
術
の
尋
習
を
必

要
と
す
る
賀
茂
保
憲
の
申
請
に
基
づ
く
朝
廷
の
使
命
を
果
す
べ
く
、
藤
原
師
輔

の
支
援
や
当
時
何
度
か
来
航
し
て
い
た
蒋
承
勲（
蒋
袞
）の
到
来
に
依
拠
し
て
、

天
暦
七
年
（
九
五
三
）
に
呉
越
に
渡
航
、
天
徳
元
年
（
九
五
七
）
に
帰
朝
す
る
。

そ
の
帰
朝
の
際
に
、
次
の
よ
う
な
審
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。

天
徳
元
年
、
隨
身
帰
朝
。
即
与　
二

勅
使
蔵
人
源
是
輔　
一

相
共
駅
伝
入
京
、
依

　
レ

数
献
納
。
公
家
御
覧
之
後
、
暦
経
者
被　
レ

下　
二

預
保
憲
朝
臣　
一

、
法
門
者
被

　
レ

上　
二

送
台
嶺
学
堂　
一

、
外
書
春
秋
要
覧
・
周
易
会
釈
記
各
廿
巻
等
者
、
被

　
レ

留　
二

置
江
家　
一

已
了
。
又
在
唐
之
間
日
記
、
召　
二

式
部
大
輔
橘
朝
臣
真
幹
・

文
章
得
業
生
藤
原
雅
材
等　
一

、
被　
レ

令　
レ

試　
二

問
真
偽　
一

、
所　
二

陳
申　
一

皆
須　
レ

状

矣
。
仍
天
暦
聖
主
殊
重
哀
憐
、
賜　
二

僧
綱
宣
旨　
一

又
了
。
然
而
日
延
者
身
固

辞
、
遁
世
隠
居
。

こ
の
史
料
に
よ
る
と
、
日
延
に
も
「
在
唐
之
間
日
記
」
が
存
し
た
こ
と
、
そ

し
て
海
外
渡
航
者
に
対
し
て
は
外
国
事
情
や
使
命
達
成
の
状
況
確
認
の
た
め
、

こ
の
「
日
記
」
に
基
づ
い
て
種
々
の
査
問
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
在

唐
之
間
日
記
」
は
報
告
書
と
し
て
の
「
日
記
」
と
い
う
よ
り
、
渡
海
の
様
子
、

呉
越
で
の
賓
待
（
日
延
は
紫
衣
を
賜
り
、
准
内
供
奉
の
待
遇
を
得
て
い
る
）
や
新

修
暦
術
尋
習
な
ど
を
日
次
記
と
し
て
記
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
こ

う
し
た
査
問
に
対
応
す
る
た
め
に
も
日
記
の
作
成
が
必
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

こ
の
点
は
日
本
・
唐
双
方
の
国
禁
を
犯
し
て
入
唐
求
法
を
続
け
た
円
仁
に
も

該
当
し
、
自
己
の
求
法
の
成
果
や
行
為
の
正
当
性
を
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
、

請
来
目
録
と
と
も
に
、『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
の
内
容
は
説
得
力
が
大
き
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
遣
唐
留
学
者
の
事
例
で
は
、
宝
亀
度
①
で
帰
朝
し
た
行
賀
が

東
大
寺
僧
明
一
に
宗
義
の
難
問
を
問
わ
れ
て
返
答
に
詰
ま
っ
た
際
に
、「
費　
二

粮

両
国　
一

、
学
植
膚
浅
、
何
違　
二

朝
寄　
一

、
不　
二

実
帰　
一

乎
」
と
罵
倒
さ
れ
、
涕
泣
す

る
場
面
が
知
ら
れ
（『
類
聚
国
史
』
巻
百
四
十
七
撰
書
・
延
暦
二
十
三
年
三
月
己
未

条
）、
こ
う
し
た
査
察
の
場
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
そ
の
他
、
延
暦
度

の
留
学
僧
空
海
も
真
言
宗
の
習
得
・
将
来
を
果
し
て
早
々
に
帰
国
し
た
際
、
請

来
目
録
を
捧
呈
し
た
上
で
、
し
ば
ら
く
は
大
宰
府
に
留
ま
り
、
朝
廷
の
許
可
を

待
っ
て
入
京
す
る
と
い
う
手
順
を
と
っ
て
お
り
（『
平
安
遺
文
』
四
三
二
七
・
四

三
三
〇
号
）、
そ
こ
に
は
朝
廷
で
の
審
議
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
外
国
滞
在
へ
の
査
問
に
備
え
る
と
い
う
日
記
作
成
の
一
側
面
を
明

ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
で
、
求
法
・
巡
礼
僧
の
日
記
と
し
て
は
『
入
唐
求
法
巡
礼

行
記
』
と
双
璧
を
な
す
『
参
記
』
の
検
討
に
進
み
、
遣
外
使
節
や
求
法
・
巡
礼

僧
の
日
記
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
整
理
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
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三　

成
尋
の
『
参
天
台
五
臺
山
記
』
を
め
ぐ
る
諸
問
題

成
尋
の
『
参
天
台
五
臺
山
記
』
八
巻
は
延
久
四
年
（
一
〇
七
二
＝
宋
・
煕
寧

五
）
三
月
十
五
日
の
肥
前
国
松
浦
郡
壁
島
で
の
乗
船
か
ら
、
渡
海
・
入
宋
巡
礼

の
上
、
煕
寧
六
年
六
月
十
二
日
に
明
州
で
先
行
し
て
帰
国
す
る
弟
子
ら
を
見
送

る
と
こ
ろ
ま
で
、
計
四
百
七
十
日
（
二
日
間
だ
け
記
事
の
な
い
日
が
あ
る
）
の
渡

宋
記
録
で
あ
る）
14
（

。
成
尋
は
入
宋
時
に
六
十
歳
、
天
台
宗
寺
門
派
の
京
都
岩
倉
大

雲
寺
の
寺
主
で
、
延
暦
寺
の
阿
闍
梨
、
天
皇
へ
の
供
奉
や
摂
関
家
の
後
継
者
藤

原
師
実
の
護
持
僧
を
勤
め
、
宇
治
殿
藤
原
頼
通
の
信
頼
も
厚
か
っ
た
。
成
尋
ほ

ど
の
高
位
の
僧
、
教
学
的
に
完
成
さ
れ
た
人
物
が
渡
海
す
る
の
は
稀
有
の
出
来

事
で
あ
り
、
成
尋
は
渡
航
許
可
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
、
密
航
の
形
で

入
宋
を
強
行
す
る）

15
（

。成
尋
は
結
局
帰
国
す
る
こ
と
な
く
宋
で
生
涯
を
終
え
る
が
、

『
参
記
』
巻
六
煕
寧
六
年
正
月
二
十
三
日
条
に
よ
る
と
、
先
行
帰
国
の
た
め
開

封
を
出
発
す
る
五
人
の
弟
子
た
ち
に
「
入
唐
日
記
八
巻
」
を
付
託
し
て
お
り
、

お
そ
ら
く
こ
の
後
の
部
分
を
付
加
し
た
も
の
を
明
州
で
の
別
離
の
際
に
渡
し
、

こ
れ
が
現
行
の『
参
記
』八
巻
と
し
て
伝
来
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
以
下
、

『
参
記
』
に
つ
い
て
日
記
と
し
て
の
特
質
を
考
え
る
上
で
気
づ
い
た
点
を
整
理

し
て
み
た
い
。

ま
ず
公
家
日
記
の
場
合
は
記
主
の
官
人
出
仕
の
頃
か
ら
記
載
が
始
ま
り
、

『
中
右
記
』
保
延
四
年
（
一
一
三
八
）
二
月
二
十
九
日
条
に
「
世
事
従　
レ

今
心
長
断
、

不　
二

日
記　
一

也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
出
家
な
ど
に
よ
り
俗
事
を
離
れ
る
あ
た
り
が

日
記
の
終
わ
り
と
さ
れ
、
こ
こ
に
日
記
を
つ
け
る
意
味
合
い
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。『
参
記
』
の
書
き
出
し
は
壁
島
で
密
航
す
る
場
面
で
あ
り
、
成
尋
は
帰
国

し
な
か
っ
た
の
で
、
終
わ
り
は
先
行
帰
国
す
る
弟
子
た
ち
の
離
岸
を
見
送
る
情

景
で
あ
る
。
他
の
求
法
・
巡
礼
僧
の
日
記
の
場
合
も
始
ま
り
は
同
様
で
、
帰
国

し
た
場
合
は
日
本
へ
の
帰
着
と
上
京
し
て
帰
朝
報
告
を
行
う
前
後
で
終
わ
っ
て

お
り
、
求
法
・
巡
礼
の
完
遂
を
記
す
と
い
う
基
本
的
性
格
が
看
取
さ
れ
る
。
成

尋
の
次
に
入
宋
し
た
戒
覚
も
密
航
で
渡
海
し
、
自
身
は
帰
国
せ
ず
、
渡
航
記
録

『
渡
宋
記
』
を
託
し
て
い
る
が
、
博
多
津
で
の
乗
船
か
ら
、
入
宋
後
の
諸
行
事
、

そ
し
て
「
元
豊
六
年
（
一
〇
八
三
＝
永
保
三
）
六
月
十
五
日
記
訖
〈
取　
レ

要
不

　
レ

載　
二

子
細
之
文　
一

、
依　
二

便
人
忩　
一

而
略
〉」
と
、『
渡
宋
記
』
一
巻
を
付
託
す
る

と
こ
ろ
で
終
了
し
て
い
る
。

遣
唐
使
の
「
日
記
」
に
関
連
し
て
、
先
に
は
「
天
平
勝
宝
二
年
遣
唐
記
」
の

名
称
か
ら
任
命
時
以
来
の
諸
行
事
を
記
す
の
で
は
な
い
か
と
も
想
定
し
て
み
た

が
、
求
法
・
巡
礼
僧
の
日
記
が
乗
船
か
ら
帰
着
な
い
し
は
帰
朝
報
告
前
後
ま
で

に
な
っ
て
い
る
の
は
、
あ
る
い
は
遣
唐
使
時
代
か
ら
の
遣
外
使
節
の
「
日
記
」

の
あ
り
方
を
継
受
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
但
し
、
正
規
の
遣
外
使
節
で

は
な
い
求
法
・
巡
礼
僧
の
場
合
は
、
遣
外
使
節
の
「
日
記
」
の
一
部
、
ま
た
は

各
船
で
作
成
さ
れ
た
航
海
日
誌
的
な
記
録
を
模
し
て
記
載
方
式
を
創
出
し
た
可

能
性
も
あ
り
、
遣
外
使
節
の
「
日
記
」
の
復
原
は
後
考
に
俟
ち
た
い
。

ち
な
み
に
、
公
家
日
記
に
関
し
て
は
、『
九
条
殿
遺
誡
』
に
起
床
・
洗
顔
等

の
後
に
「
次
記　
二

昨
日
事　
一

〈
事
多
日
々
中
可　
レ

記　
レ

之
〉」、「
次
見　
二

暦
書　
一

、
可

　
レ

知　
二

日
之
吉
凶　
一

。
年
中
行
事
、
略
注　
二

付
件
暦　
一

、
毎
日
視　
レ

之
次
先
知　
二

其

事
一

、
兼
以
用
意
。
又
昨
日
公
事
、
若
私
不　
レ

得　
レ

止
事
等
、
為　
レ

備　
二

忽
忘　
一

、
又
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聊
可　
レ

注　
二

付
件
暦　
一

。
但
其
中
要
枢
公
事
、
及
君
父
所
在
事
等
、
別
記　
レ

之
可

　
レ

備　
二

後
鑑　
一

」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
翌
日
の
出
勤
前
に
記
す
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。『
参
記
』
の
中
に
は
一
箇
所
だ
け
で
あ
る
が
、
記
入
時
刻
を
示
す
史
料

が
存
し
、
巻
七
煕
寧
六
年
三
月
二
十
三
日
条
に
「
丑
時
記　
レ

之
」
と
あ
る
。
僧

侶
の
日
常
生
活
は
俗
人
と
は
異
な
り
、
成
尋
は
「
五
箇
年
間
以　
レ

不　
レ

臥
為

　
レ

勤
」（
巻
一
延
久
四
年
三
月
十
九
日
条
）
と
、
具
体
的
に
入
宋
を
計
画
し
た
か

ら
、
さ
ら
に
苛
酷
な
修
行
を
課
し
て
い
た
。
入
宋
後
に
皇
帝
の
指
示
に
よ
る
上

京
や
五
臺
山
巡
礼
の
際
も
、
早
い
時
は
寅
・
卯
に
出
発
、
戌
・
亥
に
宿
所
に
到

着
と
い
う
星
発
星
宿
の
旅
程
で
あ
り
、
睡
眠
時
間
が
ど
れ
程
あ
っ
た
か
わ
か
ら

な
い
毎
日
で
（
途
中
の
船
上
や
馬
上
で
仮
眠
か
？
）、
日
記
を
書
く
時
間
も
限
ら

れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

次
に
日
記
作
成
の
目
的
に
関
連
し
て
、
他
の
求
法
・
巡
礼
僧
の
日
記
の
参
照

に
つ
い
て
検
討
す
る
。『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
を
残
し
た
円
仁
は
最
初
の
求

法
僧
で
あ
っ
た
か
ら
、
他
の
日
記
の
参
酌
・
利
用
は
見
ら
れ
な
い
が
、
成
尋
は

『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』四
巻
と『
奝
然
日
記
』四
巻
を
携
え
て
入
宋
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
を
宋
の
皇
帝
に
献
上
し
て
い
る（『
参
記
』巻
四
煕
寧
五
年
十
月
十
四
日
条
。

但
し
、『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
の
第
四
巻
は
会
昌
の
廃
仏
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た

の
で
、
献
上
し
な
か
っ
た
と
い
う
）。
そ
の
他
、
巻
一
延
久
四
年
三
月
二
十
五
日

条
の
「
弘
法
大
師
云
、
海
路
間
三
千
里
到　
二

蘇
州　
一

」
と
い
う
記
述
に
よ
れ
ば
、

延
暦
度
の
留
学
僧
空
海
関
係
の
も
の
も
熟
読
し
て
い
た
ら
し
く
、
後
続
の
求

法
・
巡
礼
僧
に
と
っ
て
先
達
の
日
記
や
体
験
は
い
わ
ば
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て

重
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
渡
海
や
中
国
入
国
後
の
具
体
的
イ

メ
ー
ジ
を
得
る
の
に
日
記
の
参
酌
・
利
用
と
い
う
手
段
が
あ
り
、
宗
派
や
学
系

に
拘
泥
す
る
こ
と
な
く
先
達
の
日
記
を
広
く
参
照
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
参
記
』
巻
一
煕
寧
五
年
五
月
十
三
日
条
に
は
長
く
夢
に
も
見
た
天
台
山
国

清
寺
に
到
着
し
た
際
の
様
子
が
記
さ
れ
て
お
り
、
国
清
寺
大
門
前
の
風
景
は

「
廻　
レ

寺
躰
松
鬱
茂
、
十
里
挟
路
、
琪
樹
璀

、
五
嶺
抱　
レ

寺
、
雙
澗
合
流
、
四

絶
標
奇
」
と
描
写
さ
れ
て
い
る
。
成
尋
は
天
台
・
真
言
経
書
六
百
余
巻
を
携
え

て
渡
海
し
て
お
り
（
巻
一
煕
寧
五
年
六
月
二
日
条
）、『
天
台
記
』（
五
月
十
四
日

条
）、『
天
台
山
記
』（
五
月
二
十
一
日
条
）
な
ど
中
国
の
天
台
山
に
関
す
る
書
籍

に
も
目
を
通
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
現
在
知
ら
れ
る
天
台
山
関
係

の
書
籍
の
記
載
よ
り
も
、
こ
の
風
景
描
写
は
『
天
台
宗
延
暦
寺
座
主
円
珍
伝
』

大
中
七
年
（
八
五
三
＝
仁
寿
三
）
十
二
月
十
三
日
条
の
国
清
寺
到
着
場
面
、「
而

松
林
鬱
茂
、
十
里
挟
路
、
旗
樹
璀

、
五
嶺
抱　
レ

寺
、
雙
澗
合
流
、
四
絶
希
世
」

に
相
似
し
て
お
り
、
成
尋
が
『
智
証
大
師
伝
』
を
熟
読
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら

か
で
（
五
月
十
四
日
条
）、
寺
門
派
の
祖
師
で
あ
る
円
珍
関
係
の
記
録
を
参
照
し

た
か
、
殆
ど
暗
記
し
て
い
た
の
で
、
同
じ
表
現
を
用
い
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

成
尋
の
天
台
山
・
五
臺
山
巡
礼
の
あ
り
方
も
次
に
入
宋
し
た
戒
覚
に
参
照
さ

れ
て
お
り
、『
渡
宋
記
』
元
豊
五
年
（
一
〇
八
二
＝
永
保
二
）
十
月
二
日
条
の
宋

で
の
申
文
で
は
「
近
則
阿
闍
梨
成
尋
、
去
煕
寧
五
年
賜　
二

宣
旨　
一

、
遂　
二

心
願　
一

先

了
」
と
述
べ
、
成
尋
と
同
じ
く
宋
側
の
支
援
に
よ
る
五
臺
山
巡
礼
の
希
望
を
伝

え
て
い
る
。
遣
唐
使
に
関
し
て
は
唐
側
に
日
本
の
遣
唐
使
賓
待
の
先
例
が
保
持

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
（『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
巻
一
開
成
四
年
（
八
三
九
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＝
承
和
六
）
二
月
六
日
条
）、
日
本
側
も
唐
側
の
賓
待
の
変
化
な
ど
に
抗
議
し
て

い
る
（『
性
霊
集
』
巻
五
「
為　
二

大
使　
一

与　
二

福
州
観
察
使　
一

書
」）
の
で
、
賓
待
の
概

要
を
把
握
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。日
本
側
で
も
来
日
渤
海
使
に
関
す
る「
承

前
記
文
」
を
有
し
て
お
り
（『
類
聚
符
宣
抄
』
第
六
弘
仁
九
年
四
月
五
日
宣
旨
）、

賓
礼
の
維
持
、
賓
待
の
前
例
承
知
の
た
め
に
も
遣
外
使
関
係
の
記
録
を
参
酌
す

る
こ
と
は
不
可
欠
で
あ
っ
た）
16
（

。

成
尋
は
密
航
に
よ
り
渡
海
し
、
つ
い
に
帰
国
し
な
か
っ
た
が
、
宋
で
皇
帝
に

面
見
し
、
天
台
山
・
五
臺
山
の
巡
礼
を
果
し
、
宋
で
の
祈
雨
成
功
で
法
力
を
示

し
て
、
皇
帝
か
ら
善
恵
大
師
の
称
号
を
賜
与
さ
れ
た
こ
と
な
ど
は
著
名
で
、
日

本
で
も
喧
伝
さ
れ
て
い
た
。『
水
左
記
』
承
暦
四
年
（
一
〇
八
〇
）
十
月
二
十
二

日
条
、『
中
右
記
』
長
承
三
年
（
一
一
三
四
）
二
月
二
十
八
日
条
に
は
貴
族
ら
が

岩
倉
大
雲
寺
に
参
詣
し
、「
入
唐
成
尋
闍
梨
旧
房
」
や
宋
で
製
作
さ
れ
た
「
入

唐
成
尋
阿
闍
梨
像
」
な
ど
を
見
て
感
慨
に
ふ
け
る
様
子
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
事
跡
は
「
文
化
財
」
と
し
て
讃
仰
さ
れ
た
の
で
あ
る
。『
中
右
記
』
康
和

四
年
（
一
一
〇
二
）
六
月
十
九
日
条
に
は
ま
た
、
白
河
上
皇
が
「
故
成
尋
阿
闍

梨
入
唐
之
間
路
次
従　
二

日
域　
一

及　
二

唐
朝　
一

図
絵
」
を
屏
風
十
帖
に
仕
立
て
た
も
の

を
製
作
さ
せ
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
成
尋
は
先
行
し
て
帰
国
す
る
弟
子
た
ち
が
明
州
に
下
向
す
る
た

め
に
先
発
す
る
際
に
、『
参
記
』
の
原
形
と
な
る
日
記
な
ど
、
日
本
に
将
来
す

る
品
々
を
次
の
よ
う
に
区
分
し
て
い
る
（『
参
記
』
巻
六
煕
寧
六
年
正
月
二
十
三

日
条
）。百

官
図
二
帖
・
百
姓
名
帖
・
楊
文
公
談
苑
三
帖
八
巻
・
天
州
府
京
地
里
図

一
帖
・
伝
燈
語
要
三
帖
↓
宇
治
経
蔵
《
藤
原
頼
通
》

法
華
音
義
一
巻
↓
大
雲
寺
経
蔵

唐
暦
一
帖
・
老
君
枕
中
経
一
帖
・
注
千
字
文
一
帖
↓
左
大
臣
殿
《
藤
原
師

実
》

暦
一
巻
↓
民
部
卿
殿
《
藤
原
俊
家
》

寒
山
詩
一
帖
・
暦
一
巻
↓
治
部
卿
《
源
隆
俊
》

永
嘉
集
一
巻
・
證
道
歌
注
一
帖
・
泗
州
大
師
伝
二
巻
・
広
清
涼
伝
三
帖
・

古
清
涼
伝
二
巻
・
入
唐
日
記
八
巻
↓
石
蔵
経
蔵

　

公
家
日
記
は
自
筆
本
が
存
す
る
こ
と
が
ま
ま
あ
る
が
、『
入
唐
求
法
巡
礼
行

記
』、『
参
記
』
と
も
に
自
写
本
は
存
在
し
な
い
。『
参
記
』
は
承
安
元
年
（
一

一
七
一
）
八
月
に
自
筆
本
を
比
校
し
た
写
本
を
承
久
二
年
（
一
二
二
〇
）
に
書

写
し
た
と
い
う
東
福
寺
本
が
現
存
最
古
の
写
本
で
、
諸
写
本
の
殆
ど
の
祖
本
と

な
る
よ
う
で
あ
る）
17
（

。
求
法
・
巡
礼
僧
の
日
記
で
完
存
す
る
も
の
が
少
な
い
と
い

う
類
例
の
僅
少
さ
も
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
上
述
の
よ
う
に
後
継
の
渡
海

僧
が
先
達
の
日
記
を
利
用
し
て
い
る
と
い
う
流
布
ぶ
り
の
割
に
は
、
原
本
の
欠

失
に
は
何
か
原
因
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

円
仁
の
延
暦
寺
、
成
尋
の
岩
倉
大
雲
寺
も
そ
れ
ぞ
れ
に
歴
史
の
紆
余
曲
折
を

被
っ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
事
情
と
と
も
に
、
戒
覚
『
渡
宋
記
』
末
尾
の
次
の

よ
う
な
記
述
に
も
注
目
し
て
み
た
い
。

我
願
、
以　
二

此
記　
一

置　
二

於
日
本
国
播
磨
国
綾
部
別
所
引
摂
寺
頻
頭
盧
尊
者

御
前　
一

、
敢
不　
レ

出　
二

山
門　
一

、
備　
二

来
住
人
之
道
心　
一

焉
（
花
押
影
）。
副
送

菩
薩
石
壱
枚
〈
暗
隙
日
光
差
入
之
処
、
当　
二

此
石　
一

可　
レ

看
也
〉。
必
定
放　
二
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五
色
光　
一

歟
。
若
尓
者
礼　
二

其
光
明　
一

、
是
菩
薩
不
思
議
之
化
用
云
々
。
仍

大
聖
文
殊
之
結
縁
、
可　
レ

在　
下

礼　
二

石
光　
一

之
功
徳　
上

矣
。
又
金
剛
窟
土
少
々

一
裹
〈
此
等
可　
レ

安　
二

置
仏
壇
之
底　
一

〉。
又
清
涼
山
背
生
茸
一
房
并
木
根
等
。

　
『
渡
宋
記
』
は
寛
喜
元
年
（
一
二
二
九
）
に
播
州
飾
西
郡
の
実
報
寺
で
実
尊
と

い
う
者
が
戒
覚
の
自
筆
本
を
書
写
し
、
慶
政
が
播
州
に
下
向
し
た
際
に
書
写
山

で
実
報
寺
主
仏
如
房
と
対
面
し
た
時
、
そ
こ
か
ら
書
写
し
た
も
の
が
伝
存
し
て

い
る
の
で
あ
る）

18
（

。
五
臺
山
の
石
・
土
・
植
物
と
と
も
に
、
渡
海
僧
戒
覚
の
記
録

は
信
仰
の
対
象
と
な
る
聖
遺
物
で
あ
り
、
そ
れ
は
引
摂
寺
に
寺
門
興
隆
を
保
障

す
る
資
産
と
し
て
保
持
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
成
尋

の
『
参
記
』
も
石
蔵
（
岩
倉
）
経
蔵
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
上
述
の
大
雲
寺
へ

の
参
詣
者
に
対
す
る
聖
遺
物
と
し
て
の
役
割
を
果
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

と
す
る
と
、
原
本
は
容
易
に
は
実
見
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
信
仰
の
対
象
と
し

て
秘
蔵
さ
れ
た
ま
ま
、
様
々
な
歴
史
的
変
動
の
中
で
消
え
て
い
っ
た
と
説
明
す

る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。こ
こ
に
は
一
般
の
公
家
日
記
と
は
異
な
る
、

寺
院
の
記
録
と
い
う
も
の
の
性
格
を
考
え
る
糸
口
も
あ
る
と
思
わ
れ
る）

19
（

。

む
す
び
に
か
え
て

小
稿
で
は
遣
外
使
節
と
求
法
・
巡
礼
僧
の
日
記
の
あ
り
方
を
概
観
し
、
特
に

成
尋
の
『
参
天
台
五
臺
山
記
』
を
事
例
に
渡
航
記
録
の
日
記
と
し
て
の
特
質
、

留
意
点
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
。
こ
れ
ら
に
は
そ
も
そ
も
原
形
が
わ
か
ら
な

い
、
原
本
（
自
筆
本
）
が
全
く
伝
来
し
て
い
な
い
な
ど
の
制
約
も
あ
り
、
不
明

の
点
が
多
く
、
公
家
日
記
で
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
事
柄
を
概
説
風
に
述
べ

た
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
懸
念
が
大
き
い
。

と
は
い
う
も
の
の
、
日
記
全
般
に
通
じ
る
論
点
、
ま
た
寺
院
と
い
う
特
殊
な

空
間
・
論
理
に
関
連
し
て
生
じ
る
相
違
点
な
ど
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
、

「
日
記
の
総
合
的
研
究
」
に
は
こ
う
し
た
分
野
の
日
記
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と

も
多
少
は
有
用
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
役
割
の
一
端
を
担
い
、
さ
ら
な
る
考
察

の
深
化
の
糸
口
を
示
し
た
と
こ
ろ
で
、
拙
い
稿
を
終
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

註（
１
） 

拙
著
『「
白
村
江
」
以
後
』（
講
談
社
、
一
九
九
八
年
）、『
東
ア
ジ
ア
の
動
乱
と

倭
国
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
２
） 

坂
本
太
郎
「
日
本
書
紀
と
伊
吉
連
博
徳
」（『
日
本
古
代
史
の
基
礎
的
研
究
』
上
、

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
四
年
）、
北
村
文
治
「
伊
吉
連
博
徳
書
考
」（『
日
本
古
代

史
論
集
』
上
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
二
年
）
な
ど
。

（
３
） 

遣
唐
使
の
全
体
像
に
関
し
て
は
、
拙
著
『
遣
唐
使
の
光
芒
』（
角
川
学
芸
出
版
、

二
〇
一
〇
年
）
を
参
照
。

（
４
） 

東
野
治
之
「
遣
唐
使
と
海
外
情
報
」（『
図
書
』
五
二
八
、
一
九
九
三
年
）。

（
５
） 

山
内
晋
次
「
遣
唐
使
と
国
際
情
報
」（『
奈
良
平
安
期
の
日
本
と
ア
ジ
ア
』
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
６
） 
小
野
勝
年
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
の
研
究
』
全
四
巻
（
法
蔵
館
、一
九
八
九
年
）、

Ｅ
・
Ｏ
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
『
円
仁　

唐
代
中
国
へ
の
旅
』（
講
談
社
、
一
九
九
九
年
）、

足
立
喜
六
訳
注
・
塩
入
良
道
補
注
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
一
・
二
（
平
凡
社
、
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一
九
七
〇
・
八
五
年
）、
深
谷
憲
一
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』（
中
央
公
論
社
、

一
九
九
〇
年
）、
白
化
文
他
『
入
唐
求
法
巡
禮
行
記
校
註
』（
花
山
文
藝
出
版
社
、

一
九
九
二
年
）、
佐
伯
有
清
『
最
後
の
遣
唐
使
』（
講
談
社
、
一
九
七
八
年
）、『
慈
覚
大

師
伝
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
）、『
円
仁
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九

年
）、
鈴
木
靖
民
編
『
円
仁
と
そ
の
時
代
』（
高
志
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）、『
入
唐
求
法

巡
礼
行
記
』
に
関
す
る
文
献
校
定
お
よ
び
基
礎
的
研
究
』（
平
成
十
三
年
度
〜
平
成

十
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
（
２
））
研
究
成
果
報
告
書
、
研
究
代

表
者
・
田
中
史
生
、
二
〇
〇
五
年
）
な
ど
。

（
７
） 

拙
稿
「
九
世
紀
の
入
唐
僧
」（『
東
洋
大
学
文
学
部
紀
要
』
史
学
科
篇

三
七
、二
〇
一
二
年
刊
行
予
定
）。

（
８
） 

小
野
勝
年『
入
唐
求
法
行
歴
の
研
究
』上
・
下（
法
蔵
館
、一
九
八
二
・
八
三
年
）。

そ
の
他
、
佐
伯
有
清
『
智
証
大
師
伝
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、一
九
八
九
年
）、『
円
珍
』

（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
年
）、『
悲
運
の
遣
唐
僧　

円
載
の
数
奇
な
生
涯
』（
吉
川
弘

文
館
、
一
九
九
九
年
）
な
ど
も
参
照
。

（
９
） 

『
入
唐
五
家
伝
』
に
つ
い
て
は
、森
哲
也
「『
入
唐
五
家
伝
』
の
基
礎
的
研
究
」（『
市

史
研
究　

ふ
く
お
か
』
三
、
二
〇
〇
八
年
）
を
参
照
。
そ
の
他
、
佐
伯
有
清
『
高
丘
親

王
入
唐
記
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
）、
杉
本
直
治
郎
『
真
如
親
王
伝
研
究
』（
吉

川
弘
文
館
、
一
九
六
五
年
）、
田
島
公
「
真
如
（
高
丘
）
親
王
一
行
の
「
入
唐
」
の
旅
」

（『
歴
史
と
地
理
』
五
〇
二
、
一
九
九
七
年
）、
川
尻
秋
生
「
入
唐
僧
宗
叡
と
請
来
典
籍

の
行
方
」（
高
麗
大
学
日
本
史
研
究
会
編
『
東
ア
ジ
ア
の
な
か
の
韓
日
関
係
』
上
、
Ｊ

＆
Ｃ
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
も
参
照
。

（
10
） 

拙
稿
「
入
宋
僧
成
尋
の
系
譜
」（『
遣
唐
使
の
特
質
と
平
安
中
・
後
期
の
日
中
関

係
に
関
す
る
文
献
学
的
研
究
』
平
成
十
九
年
度
〜
平
成
二
十
年
度
科
学
研
究
費
（
基
盤

研
究
（
Ｃ
））
研
究
成
果
報
告
書
、
研
究
代
表
者
・
森
公
章
、
二
〇
〇
九
年
）、
石
井
正

敏
「
入
宋
巡
礼
僧
」（『
ア
ジ
ア
の
な
か
の
日
本
史
』
Ⅴ
、
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
九
三
年
）
な
ど
。

（
11
） 

国
書
逸
文
研
究
会
編
『
新
訂
増
補　

国
書
逸
文
』（
国
書
刊
行
会
、一
九
九
五
年
）。

（
12
） 

但
し
、「
於　
二

梵
才
三
蔵
房　
一

見　
二

奝
然
法
橋
並
寂
照
大
師
来
唐
日
記　
一

。
即
借
取
書

取
楊
文
公
談
苑
如　
レ

右
。」
と
あ
り
、
以
下
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
楊
文
公
談
苑
』
に
記

さ
れ
た
寂
照
ら
の
宋
で
の
事
績
を
「
来
唐
日
記
」
と
称
し
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
日
次

記
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

（
13
） 

竹
内
理
三
「「
入
呉
越
僧
日
延
伝
」
釈
」（『
日
本
歴
史
』
八
二
、
一
九
五
五
年
）。

（
14
） 

『
参
記
』の
活
字
本
と
し
て
は
、『（
改
訂
）史
籍
集
覧
』二
六「
参
天
台
五
台
山
記
」、

『
大
日
本
仏
教
全
書
』
遊
方
伝
叢
書
、
島
津
草
子
『
成
尋
阿
闍
梨
母
集
・
参
天
台
五
臺

山
記
の
研
究
』（
大
蔵
出
版
、
一
九
五
九
年
）、
平
林
文
雄
『
参
天
台
五
臺
山
記　

校
本

並
に
研
究
』（
風
間
書
房
、
一
九
七
八
年
）、
王
麗
萍
校
点
『
新
校
参
天
台
五
臺
山
記
』

（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
な
ど
、
注
釈
書
と
し
て
は
、
斎
藤
圓
眞
『
参
天

台
五
臺
山
記
』
Ⅰ
・
Ⅱ
（
山
喜
房
仏
書
林
、一
九
九
七
・
二
〇
〇
六
年
、
巻
四
ま
で
）、

藤
善
眞
澄『
参
天
台
五
臺
山
記
』上
・
下（
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
七
・
一
一
年
）

な
ど
が
あ
る
。

（
15
） 

成
尋
お
よ
び
『
参
記
』
に
関
す
る
近
年
の
研
究
は
、石
井
正
敏
「
成
尋
生
没
年
考
」

（『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
』
四
四
、
一
九
九
九
年
）、「
成
尋
」（『
古
代
の
人
物
』
六
、

清
文
堂
、
二
〇
〇
五
年
）、
王
麗
萍
『
宋
代
の
中
日
交
流
史
研
究
』（
勉
誠
出
版
、

二
〇
〇
二
年
）、
藤
善
眞
澄
『
参
天
台
五
臺
山
記
の
研
究
』（
関
西
大
学
出
版
部
、

二
〇
〇
六
年
）
な
ど
を
参
照
。
な
お
、
拙
稿
ａ
「
劉
琨
と
陳
詠
」（『
白
山
史
学
』

三
八
、
二
〇
〇
二
年
）、
ｂ
「
入
宋
僧
成
尋
と
そ
の
国
際
認
識
」（『
白
山
史
学
』
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三
九
、
二
〇
〇
三
年
）、
ｃ
「『
参
天
台
五
臺
山
記
』
の
研
究
と
古
代
の
土
佐
国
」（『
海

南
史
学
』四
一
、
二
〇
〇
三
年
）、ｄ「
宋
朝
の
海
外
渡
航
規
定
と
日
本
僧
成
尋
の
入
国
」

（『
海
南
史
学
』
四
三
、
二
〇
〇
六
年
）
な
ど
も
参
照
。

（
16
） 

拙
稿
「
漂
流
・
遭
難
、
唐
の
国
情
変
化
と
遣
唐
使
事
業
の
行
方
」、「
日
渤
関
係

に
お
け
る
年
期
制
の
成
立
と
そ
の
意
義
」（『
遣
唐
使
と
古
代
日
本
の
対
外
政
策
』
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
17
） 

平
林
註
（
14
）
書
。

（
18
） 

宮
内
庁
書
陵
部
編
『
僧
慶
政
関
係
資
料　

渡
宋
記
・
法
華
山
寺
縁
起
』（
八
木
書

店
、
一
九
九
一
年
）
解
題
・
釈
文
。

（
19
） 

『
小
右
記
』
寛
仁
四
年
（
一
〇
二
〇
）
八
月
十
八
日
条
に
よ
る
と
、
藤
原
頼
通
か

ら
鹿
島
・
香
取
両
社
へ
の
封
戸
奉
納
に
関
し
て
藤
原
実
頼
の
例
文
の
有
無
を
尋
ね
ら
れ

た
時
、
実
資
は
「
彼
時
文
書
者
故
三
条
殿
《
藤
原
頼
忠
》
悉
焼
亡
、
見　
二

御
日
記　
一

無　
二

其
事　
一

。
件
御
日
記
大
納
言
《
藤
原
公
任
》
為　
二

合
部
類　
一

切
寄
、
如　
レ

此
之
間
漏
失
歟
」

と
答
え
て
お
り
、
実
頼
自
筆
本
の
喪
失
を
恨
む
様
子
が
窺
わ
れ
、
父
祖
の
日
記
に
対
す

る
観
念
は
あ
る
い
は
信
仰
に
通
じ
る
側
面
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

【
付
載
『
伊
吉
連
博
徳
書
』】

『
日
本
書
紀
』
斉
明
五
年
七
月
戊
寅
条

遣　
二

小
錦
下
坂
合
部
連
石
布
・
大
仙
下
津
守
連
吉
祥　
一

、
使　
二

於
唐
国　
一

。
仍
以　
二

道
奥
蝦
夷
男
女
二
人　
一

示　
二

唐
天
子　
一

。〈
伊
吉
連
博
徳
曰
、
同
天
皇
之
世
、
小

錦
下
坂
合
部
石
布
連
・
大
山
下
津
守
吉
祥
連
等
二
船
、
奉　
二

使
呉
唐
之
路　
一

。

以　
二

己
未
年
七
月
三
日　
一

、
発　
レ

自　
二

難
波
三
津
之
浦　
一

。
八
月
十
一
日
、
発

　
レ

自
二

筑
紫
大
津
之
浦　
一

。
九
月
十
三
日
、
行
到　
二

百
済
南
畔
之
島　
一

。
々
名
毋　
二

分
明　
一

。
以　
二

十
四
日
寅
時　
一

、
二
船
相
従
放　
二

出
大
海　
一

。
十
五
日
日
入
之
時
、

石
布
連
船
横
遭　
二

逆
風　
一

、
漂　
二

到
南
海
之
島　
一

。
々
名
爾
加
委
。
仍
為　
二

島
人

所
一レ

滅
。
便
東
漢
長
直
阿
利
麻
・
坂
合
部
連
稲
積
等
五
人
、
盗　
二

乗
島
人
之

船　
一

、
逃
到　
二

括
州　
一

。
々
県
官
人
送
到　
二

洛
陽
之
京　
一

。
十
六
日
夜
半
之
時
、

吉
祥
連
船
行
到　
二

越
州
会
稽
県
須
岸
山　
一

、
東
北
風
、
々
太
急
。
廿
二
日
、
行

到　
二

余
姚
県　
一

。
所　
レ

乗
大
船
及
諸
調
度
之
物
留　
二

着
彼
処　
一

。
潤
十
月
一
日
、

行
到　
二

越
州
之
底　
一

。
十
五
日
、
乗　
レ

駅
入　
レ

京
。
廿
九
日
、
馳
到　
二

東
京　
一

。
天

子
在　
二

東
京　
一

。
卅
日
、
天
子
相
見
、
問
訊
之
。
日
本
国
天
皇
平
安
以
不
。
使

人
謹
答
、
天
地
合　
レ

徳
、
自
得　
二

平
安　
一

。
天
子
問
曰
、
執
事
卿
等
好
在
以
不
。

使
人
謹
答
、
天
皇
憐
重
、
亦
得　
二

好
在　
一

。
天
子
問
曰
、
国
内
平
不
。
使
人
謹

答
、
治
称　
二

天
地　
一

、
万
民
無　
レ

事
。
天
子
問
曰
、
此
等
蝦
夷
国
有　
二

何
方　
一

。

使
人
謹
答
、
国
有　
二

東
北　
一

。
天
子
問
曰
、
蝦
夷
幾
種
。
使
人
謹
答
、
類
有　
二

三
種　
一

。
遠
者
名　
二

都
加
留　
一

、
次
者
麁
蝦
夷
、
近
者
名　
二

熟
蝦
夷　
一

。
今
此
熟

蝦
夷
、
毎　
レ

歳
入　
二

貢
本
国
之
朝　
一

。
天
子
問
曰
、其
国
有　
二

五
穀　
一

。
使
人
謹
答
、

無　
レ

之
。
食　
レ

肉
存
活
。
天
子
問
曰
、
国
有　
二

屋
舎　
一

。
使
人
謹
答
、
無　
レ

之
。

深
山
之
中
止　
二

住
樹
本　
一

。
天
子
重
曰
、
朕
見　
二

蝦
夷
身
面
之
異　
一

、
極
理
喜
恠
。

使
人
遠
来
辛
苦
、
退
在　
二

館
裏　
一

、
後
更
相
見
。
十
一
月
一
日
、
朝
有　
二

冬
至

之
会　
一

、
々
日
亦
覲
。
所　
レ

朝
諸
蕃
之
中
、
倭
客
最
勝
。
後
由　
二

出
火
之
乱　
一

、

棄
而
不　
二

復
検　
一

。
十
二
月
三
日
、
韓
智
興

人
西
漢
大
麻
呂
枉
讒　
二

我

客
一

、
々
等
獲　
二

罪
唐
朝　
一

、
已
決　
二

流
罪　
一

、
前
流　
二

智
興
於
三
千
里
之
外　
一

。

客
中
有　
二

伊
吉
連
博
徳　
一

、
奏
、
因
即
免　
レ

罪
。
事
了
後
、
勅
旨
、
国
家
来
年
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必
有　
二

海
東
之
政　
一

、
汝
等
倭
客
不　
レ

得　
二

東
帰　
一

。
遂
逗　
二

西
京　
一

、
幽　
二

置
別

処　
一

、
閉　
レ

戸
防
禁
、
不　
レ

許　
二

東
西　
一

、
困
苦
経　
レ

年
。
難
波
吉
士
男
人
書
曰
、

向　
二

大
唐　
一

大
使
触　
レ

島
覆
、
副
使
親
覲　
二

天
子　
一

、
奉　
レ

示　
二

蝦
夷　
一

。
於　
レ

是
、

蝦
夷
以　
二

白
鹿
皮
一
・
弓
三
・
箭
八
十　
一

、
献　
二

于
天
子　
一

。〉

『
日
本
書
紀
』
斉
明
六
年
七
月
乙
卯
条
分
註

伊
吉
連
博
徳
書
云
、
庚
申
年
八
月
、
百
済
已
平
之
後
、
九
月
十
二
日
、
放　
二

客

本
国　
一

。
十
九
日
発　
レ

自　
二

西
京　
一

。
十
月
十
六
日
、
還
到　
二

東
京　
一

。
始
得　
レ

相　
二

見
阿
麻
利
等
五
人　
一

。
十
一
月
一
日
、
為　
二

将
軍
蘇
定
方
等　
一

所　
レ

捉
百
済
王
以

下
、
太
子
隆
等
諸
王
子
十
三
人
、
大
佐
平
沙
宅
千
福
・
国
弁
成
以
下
卅
七

人
、
并
五
十
許
人
奉　
レ

進　
二

朝
堂　
一

。
急
引
趍　
二

向
天
子　
一

。
天
子
恩
勅
、
見
前

放
著
。
十
九
日
、
賜
労
。
廿
四
日
、
発　
レ

自　
二

東
京　
一

。

『
日
本
書
紀
』
斉
明
七
年
五
月
丁
巳
条

耽
羅
始
遣　
二

王
子
阿
波
伎
等　
一

貢
献
。〈
伊
吉
連
博
徳
書
云
、
辛
酉
年
正
月
廿
五

日
、
還
到　
二

越
州　
一

。
四
月
一
日
、
従　
二

越
州　
一

上
路
東
帰
。
七
日
、
行
到
二

檉

岸
山
明　
一

。
以　
二

八
日
鶏
鳴
之
時　
一

、
順　
二

西
南
風　
一

、
放　
二

船
大
海　
一

。
々
中
迷

　
レ

途
、
漂
蕩
辛
苦
。
九
日
八
夜
、
僅
到　
二

耽
羅
之
島　
一

。
便
即
招　
二

慰
島
人
王
子

阿
波
岐
等
九
人　
一

、
同
載　
二

客
船　
一

、
擬　
レ

献　
二

帝
朝　
一

。
五
月
廿
三
日
、
奉　
レ

進　
二

朝
倉
之
朝　
一

。
耽
羅
入
朝
始　
二

於
此
時　
一

。
又
為　
二

智
興

人
東
漢
草
直
足

島
一

、
使
人
等
不　
レ

蒙　
二

寵
命　
一

。
使
人
等
怨
徹　
二

于
上
天
之
神　
一

、
震　
二

死
足

島
一

。
時
人
称
曰
、
大
倭
天
報
之
近
。〉


